（別　紙）

軽度者に対する福祉用具貸与の取扱いについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井　原　市
　　　軽度者に対する福祉用具貸与の取扱いについて、平成１９年３月３０日付け、厚生労働省老健局振興課長・老人保健課長通知（老振発第0330001号・老老発第0330003号）に基づき井原市における例外給付に係る確認方法を次のとおりとする。

１．判断の手順
① 現行の判断　

別表により、認定調査票の基本調査を用い貸与必要と判断する。
2 例外給付の判断

次の（Ⅰ）～（Ⅲ）までのいずれかに該当する旨が医師の医学的な所見に基づき判断され、かつサービス担当者会議等を通じた適切なケアマネジメントにより福祉用具貸与が特に必要である旨が判断されている場合にあっては、これらについて、市が書面等確実な方法により確認することにより、貸与が必要と判断する。
（Ⅰ）疾病その他の原因により、状態が変動しやすく、日によって又は時間帯によって、頻繁に告示で定める福祉用具が必要な状態に該当する者
　　（Ⅱ）疾病その他の原因により、状態が急速に悪化し、短期間のうちに告示で定める福祉用具が必要な状態に至ることが確実に見込まれる者
（Ⅲ）疾病その他の原因により、身体への重大な危険性又は症状の重篤化の回避等医学的判断から告示で定める福祉用具が必要な状態に該当すると判断できる者
２．例外給付の確認方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 被保険者の状態の把握

介護支援専門員等は主治医意見書、医師の診断書又は医師から所見を聴取する方法により、医師の医学的な所見に基づき、（Ⅰ）から（Ⅲ）のいずれかの状態に該当するかを判断します。

2 サービス担当者会議等の開催

（Ⅰ）から（Ⅲ）のいずれかの状態であると判断した場合、サービス担当者会議等を通じて適切なケアマネジメントにより福祉用具貸与が特に必要かどうかを判断します。

3 確認届出書の提出
サービス担当者会議等の結果、貸与が特に必要と判断した場合、別紙「軽度者に対する福祉用具貸与の例外給付の確認届出書」を提出します。
なお、その際には②で開催したサービス担当者会議録等を添付してください。
※　例外給付の確認届出書の「心身の状態等」欄へは、医師の医学的な所見を得た資料を基に、被保険者の状態を具体的に記入してください。

※　サービス担当者会議録等については、貸与が特に必要と判断した箇所にマーキングをしてください。
4 介護保険課で確認

「軽度者に対する福祉用具貸与の例外給付の確認届出書」と添付書類の内容から被保険者の状態等を確認します。

貸与が可能な場合は、受付印等を押した「軽度者に対する福祉用具貸与の例外給付の確認届出書」の写しをお渡しします。

5 居宅サービス計画等への記載

医師の所見及び医師の氏名を居宅サービス計画等に記載するとともに、確認届出書の写しを居宅サービス計画書等に添付しておいてください。


